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より一層の政治倫理確立を

新
た
な
条
例

◆
飯
豊
町
移
動
通
信
用
鉄

塔
施
設
の
設
置
及
び
管
理

に
関
す
る
条
例

　

地
域
間
の
情
報
通
信
格

差
を
是
正
す
る
た
め
、
小

屋
地
内
に
設
置
さ
れ
た
移

動
通
信
用
鉄
塔
施
設
の
管

理
及
び
分
担
金
徴
収
を
定

め
る
た
め
。

一
部
を
改
正
す
る
条
例

◆
飯
豊
町
特
別
職
の
職
員

の
給
与
に
関
す
る
条
例

◆
飯
豊
町
一
般
職
の
職
員

の
給
与
に
関
す
る
条
例

　

山
形
県
人
事
院
勧
告
に

基
づ
く
給
与
改
定
に
準
拠

し
、
所
要
の
改
定
を
行
う

必
要
が
あ
る
た
め
。

工
事
請
負
契
約
の

�

一
部
変
更

◆
平
成
29
年
度
繰
越
社
会

資
本
整
備
総
合
交
付
金
事

業
町
道
上
原
遅
谷
線
法
面

補
修
工
事

契
約
金
額

　

１
億
１
８
１
４
万
円
を

　

１
億
１
７
２
６
万
円
に

　

88
万
円
の
減
額
変
更
。

◆
平
成
30
年
度
手
ノ
子
地

区
農
業
集
落
排
水
事
業
管

路
工
事
（
第
１
工
区
）

変
更
前
内
容

　

工
期　

平
成
30
年�

�

12
月
20
日
ま
で

　

契
約
金
額

�

　

１
億
５
８
４
万
円

変
更
後
内
容

　

工
期　

平
成
31
年�

�
３
月
29
日
ま
で

　

契
約
金
額

　
　

１
億
１
３
７
０
万
円

　
　

７
８
６
万
円
の
増
額
。

請
　
　
　

願

◆
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
の
導
入

に
反
対
し
、
安
全
・
安
心

な
タ
ク
シ
ー
を
国
に
求
め

る
意
見
書
の
提
出
に
つ
い

て
（
委
員
会
に
付
託
）

特
別
委
員
会
の
設
置

◆
飯
豊
町
議
会
政
治
倫
理

条
例
策
定
特
別
委
員
会

　

以
前
、
政
治
倫
理
に
関

す
る
決
議
を
し
ま
し
た
。

　

よ
り
規
範
性
の
強
い
条

例
の
制
定
を
検
討
す
る
た

め
特
別
委
員
会
を
設
置
し

ま
し
た
。

委
員
数�

８
名

委
員
長�

長
沼　

桂
子

副
委
員
長�

嶋
貫　

栄
助

調
査
期
限

　

２
０
１
９
年
５
月
末
日

ま
で
と
す
る
。

　12月６日から14日までの９日間で開催しました。
　一般質問２人、新たな条例１件、条例の改正２件、各会計補正予算19件、工事請
負契約の一部変更２件を審議し、いずれも原案のとおり全員一致で可決しました。
　請願１件は継続審査としました。また、議員発議で飯豊町議会政治倫理に関する条
例制定のため、特別委員会を設置しました。

12 月定例会　概要

小屋地内の通信用鉄塔



（3）議会だより　平成31年１月24日

◆ 一般会計
【歳入】� （単位：万円）

款 補正前の額 補 正 額 計 主 な も の
町 税 5億7450 3530 6億0980 個人法人税の増
地 方 交 付 税 28億0122 175 28億0297 普通地方交付税
分 担 金 及 び 負 担 金 4283 145 4428 移動通信用整備分担金
使 用 料 及 び 手 数 料 8684 39 8723 広域保育受託分
国 庫 支 出 金 4億2425 ▲4665 3億7760 道路橋梁費補助金
県 支 出 金 5億1951 ▲579 5億1372 保険基盤安定負担金
財 産 収 入 1163 81 1244 不動産売払収入
寄 附 金 1億1315 ▲1880 9435 ふるさと寄附金
繰 入 金 8億1587 ▲1400 8億0187 財政調整基金
諸 収 入 1億0653 897 1億1550 雑入
町 債 14億4870 750 14億5620 山王原農地整備事業債
補正されなかった款の額 3億3939 0 3億3939
歳 入 合 計 72億8442 ▲2907 72億5535

【歳出】� （単位：万円）
款 補正前の額 補 正 額 計 主 な も の

議 会 費 7527 27 7554 共済組合負担金
総 務 費 11億8230 ▲1979 11億6251 報償費
民 生 費 13億2073 1149 13億3222 扶助費、繰出金
衛 生 費 3億3433 ▲1874 3億1559 国民健康保険直診勘定繰出金
農 林 水 産 費 9億8229 ▲378 9億7851 工事請負費、交付金
商 工 費 11億4495 ▲1216 11億3279 観光広告宣伝事業
土 木 費 6億2366 ▲283 6億2083 道路維持工事
消 防 費 2億2663 142 2億2805 消防設備等整備事業
教 育 費 6億9375 1480 7億0855 小学校修繕調査費
災 害 復 旧 費 2853 25 2878 人件費
補正されなかった款の額 6億7198 0 6億7198
歳 出 合 計 72億8442 ▲2907 72億5535

◆ 特別会計� （単位：万円）
会 計 名 補正前の額 補 正 額 計 主 な も の

国民健康保険 事業勘定 7億8047 ▲943 7億7104 精査によるもの
直診勘定 1億3076 ▲1369 1億1707 医師給料の減

後 期 高 齢 者 医 療 8813 ▲94 8719 負担金の減
介 護 保 険 11億3368 ▲194 11億3174 精査によるもの
訪 問 看 護 1822 ▲215 1607 職員給与の減
介 護 老 人 保 健 施 設 2億8307 ▲234 2億8073 介護報酬の減
下 水 道 事 業 8億3027 38 8億3065 農業集落排水修繕費
萩 生 財 産 区 73 0 73
添 川 財 産 区 418 63 481 土地売払収入
中 津 川 財 産 区 625 ▲75 550 造林費手数料の減

◆ 水道事業会計� （単位：万円）
会 計 名 補正前の額 補 正 額 計 主 な も の
収 益 的 支 出 2億3335 487 2億3822 漏水復旧工事
資 本 的 支 出 8548 ▲470 8078 工事請負費の減額

各会計
補正予算 ふるさと納税激減1/3に
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町の将来を見据えた施策は
一般質問

質
問　

ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
産

地
化
の
実
施
プ
ラ
ン
は
。

大
規
模
園
芸

�

団
地
化
計
画
を
策
定

町
長　

ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
大

規
模
園
芸
団
地
化
計
画
の

策
定
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
、
拍は
く

動ど
う

灌か
ん

水す
い

設
備
機
械
導
入
支
援
、

栽
培
管
理
や
収
穫
作
業
の

省
力
化
様
式
の
導
入
、
作

業
受
託
組
織
の
育
成
な
ど

に
取
り
組
み
、
生
産
振
興

を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

質
問　

主
要
農
産
物
種
子

法
廃
止
の
影
響
は
。

今
後
の
動
向
に
注
視

町
長　

廃
止
さ
れ
た
種
子

法
の
主
旨
や
、
県
の
条
例

制
定
な
ど
か
ら
、
本
町
へ

の
影
響
は
少
な
い
と
考
え

ら
れ
ま
す
。

　

私
た
ち
の
食
の
安
全
保

障
が
脅
か
さ
れ
る
危
険
性

や
、
不
安
も
伴
う
こ
と
か

ら
、
今
後
の
動
向
を
注
視

し
て
い
き
ま
す
。

質
問　

地
籍
調
査
事
業
の

進
捗
状
況
は
。

測
量
や
調
査
業
務

�

計
画
ど
お
り
進
捗

町
長　

測
量
や
調
査
業
務

は
計
画
ど
お
り
進
ん
で
い

ま
す
が
、
土
地
所
有
者
死

亡
等
に
よ
る
相
続
人
不
明

で
、
境
界
確
認
の
同
意
を

い
た
だ
け
な
い
方
が
お
り
、

そ
の
手
続
き
に
苦
慮
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。

質
問　

子
育
て
支
援
対
策

は
。子

育
て
世
代
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
を
設
置

町
長　

６
月
に
「
子
育
て

世
代
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
」
を
設
置
し
「
マ
マ

と
赤
ち
ゃ
ん
の
サ
ロ
ン
」

を
開
催
し
て
い
ま
す
。

教
育
長　

家
庭
教
育
は
、

家
族
と
の
ふ
れ
あ
い
が
自

立
に
向
け
た
基
本
的
な
力

を
育
成
す
る
う
え
で
、
非

常
に
重
要
で
す
。

　

道
徳
教
育
に
つ
い
て
は
、

家
庭
や
地
域
が
一
体
と
な

り
、
進
め
る
こ
と
が
重
要

で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

質
問　

新
年
度
の
予
算
編

成
と
財
政
運
営
は
。

来
年
度
当
初
予
算

今
年
度
を
上
回
る
予
定

町
長　

新
年
度
の
町
政
運

営
の
柱
は
「
持
続
可
能
な

ま
ち
づ
く
り
」
で
す
。

　

予
算
編
成
方
針
は
、
現

在
進
め
て
い
る
「
新
産
業

集
積
事
業
」
を
継
続
し
て

い
く
ほ
か
、
中
学
校
の
大

規
模
改
修
な
ど
を
予
定
し

て
い
ま
す
。

　

来
年
度
の
当
初
予
算
額

は
、
今
年
度
当
初
予
算
額

を
上
回
る
と
捉
え
て
い
ま

す
。

　

鈴
木
敏
夫 

議
員

○
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
の
産
地
化
に
つ
い
て

○
種
子
法
廃
止
の
影
響
は

○
地
籍
調
査
事
業
の
進
捗
状
況
は

○
子
育
て
支
援
対
策
に
つ
い
て

○
来
年
度
の
予
算
編
成
・
財
政
運
営
は
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町ににぎわいをもたらす施策を
一般質問

質
問　

訪
日
外
国
人
が
増

加
し
て
い
る
が
、
風
呂
・

ト
イ
レ
付
き
の
宿
泊
施
設

が
本
町
に
は
な
い
こ
と
か

ら
、
滞
在
型
観
光
客
の
受

け
入
れ
が
で
き
な
い
。

　

そ
こ
で
、
民
間
と
連
携

し
て
道
の
駅
に
ホ
テ
ル
を

整
備
す
る
考
え
は
ど
う
か
。

地
域
全
体
が
活
性
化
す
る�

�

観
光
振
興
を

町
長　

道
の
駅
に
併
設
す

る
訪
日
客
用
ホ
テ
ル
は
魅

力
的
で
す
が
、
地
域
固
有

の
資
源
を
活
か
し
、
地
域

の
産
業
を
取
り
込
ん
だ
観

光
づ
く
り
が
大
切
で
す
。

　

現
段
階
で
は
、
行
政
は

行
政
の
役
割
を
探
り
、
地

元
業
者
と
連
携
し
、
地
域

全
体
が
活
性
化
す
る
観
光

振
興
を
進
め
て
い
く
こ
と

に
意
義
が
あ
る
と
考
え
て

い
ま
す
。

質
問　

眺
山
総
合
開
発
計

画
が
民
間
主
導
で
進
め
ら

れ
て
い
る
が
、
ど
の
よ
う

に
支
援
す
る
の
か
。

町
道
の
整
備
等
を
検
討

町
長　
「
眺
山
」と
い
う
地

域
資
源
を
活
用
し
た
各
種

事
業
は
、
多
く
の
可
能
性

を
秘
め
て
お
り
、
国
・
県

の
助
成
事
業
の
情
報
や
、

町
道
の
整
備
等
、
事
業
実

現
に
向
け
支
援
し
て
い
き

ま
す
。

質
問　

天
狗
山
が
山
形
県

百
名
山
に
選
定
さ
れ
て
か

ら
参
拝
客
が
増
え
て
い
る
。

町
の
支
援
は
。

補
助
金
等
で
支
援

町
長　

な
お
一
層
の
誘
客

拡
大
の
た
め
、
町
の
補
助

金
を
活
用
し
、
地
域
に
整

備
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

質
問　

危
険
空
き
家
対
策

の
進
捗
状
況
は
。

　

ま
た
、
町
で
リ
フ
ォ
ー

ム
し
た
後
に
就
農
希
望
者

等
に
提
供
す
る
考
え
は
。

解
体
空
き
家

�

５
年
を
め
ど
に

町
長　

庁
内
に
「
課
題
別

検
討
委
員
会
」を
設
置
し
、

５
年
を
め
ど
に
危
険
空
き

家
を
な
く
す
よ
う
努
力
し

ま
す
。

　

ま
た
、
空
き
家
の
利
活

用
は
、
移
住
定
住
の
た
め

の
住
宅
施
策
と
し
て
重
要

政
策
と
位
置
付
け
、
取
り

組
ん
で
い
き
ま
す
。

質
問　

畜
産
農
家
へ
町
産

稲
わ
ら
の
提
供
は
。

持
続
可
能
な

�

循
環
型
農
業
を
推
進

町
長　

現
在
、
稲
わ
ら
は

利
用
し
て
い
ま
す
が
、
ト

ウ
モ
ロ
コ
シ
の
実
証
栽
培

も
行
っ
て
お
り
、
将
来
も

持
続
可
能
な
循
環
型
農
業

に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　

遠
藤
　
忠 

議
員

○
道
の
駅
に
外
国
人
向
け
の
ホ
テ
ル
整
備
は

○
眺
山
総
合
開
発
計
画
へ
の
取
り
組
み
は

○
天
狗
山
参
拝
者
の
受
け
入
れ
態
勢
は

○
危
険
空
き
家
対
策
の
進
捗
状
況
と
そ
の
後
は

○
町
産
稲
わ
ら
の
畜
産
農
家
へ
提
供
は

にぎわいを増す天狗山（護摩堂）
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町議選投票日
� ７月24日に決定

 総務文教常任委員会

古
山
委
員　

集
落
支
援
員

が
行
っ
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
の
結
果
と
活
用
方
法
は
。

竹
田
ま
ち
づ
く
り
室
長　

　

集
計
は
終
了
し
ま
し
た

が
、
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
版
を

作
成
中
で
、
後
日
配
布
し

ま
す
。

　

個
人
情
報
等
に
注
意
し

て
活
用
し
ま
す
。

長
沼
委
員　

本
町
で
児
童

虐
待
は
起
き
て
い
る
か
。

　

ま
た
、
そ
の
対
策
は
。

安
部
教
育
総
務
課
長　

　

今
年
10
月
末
ま
で
に
９

件
の
相
談
が
あ
り
、
６
件

を
虐
待
と
認
定
し
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
健
康
福
祉
課

と
連
携
し
、
対
応
し
ま
す
。

嶋
貫
委
員　

今
年
の
渇
水

で
水
不
足
が
生
じ
、
消
防

水
利
確
保
が
心
配
さ
れ
た
。

　

近
隣
市
町
と
相
談
し
、

白
川
ダ
ム
の
貯
水
量
を
増

や
す
べ
き
で
は
。

町
長　

強
制
放
流
に
よ
る

被
害
が
出
る
こ
と
も
想
定

さ
れ
る
の
で
、
全
天
候
型

ダ
ム
貯
水
を
近
隣
市
町
と

連
携
し
、
要
請
し
ま
す
。

　

ま
た
、
来
年
度
本
町
に

お
い
て
東
北
ダ
ム
サ
ミ
ッ

ト
が
開
催
さ
れ
ま
す
の
で
、

提
言
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

髙
橋
委
員　

帰
郷
希
望
女

子
の
受
け
入
れ
対
応
は
。

髙
橋
特
別
政
策
室
長

　

現
在
２
名
と
話
し
合
い

を
し
て
い
ま
す
が
、
１
名

は
将
来
起
業
し
た
い
と
の

要
望
で
す
。
ま
ず
町
内
の

企
業
求
人
情
報
を
説
明
し

ま
し
た
。

　

も
う
１
名
に
は
、
来
春

か
ら
の
地
域
お
こ
し
協
力

隊
募
集
と
、
町
内
求
人
状

況
を
説
明
し
ま
し
た
。

●
総
務
企
画
課

◇
来
年
執
行
さ
れ
る
町
議

会
議
員
選
挙
の
日
程
が
、

７
月
19
日
告
示
、
７
月
24

日
投
開
票
日
と
決
定
し
ま

し
た
。

◇
来
年
度
職
員
採
用
合
格

者
２
名
の
う
ち
１
名
が
辞

退
、
後
日
再
募
集
し
ま
す
。

●
住
民
税
務
課

◇
税
の
申
告
相
談
が
２
月

７
日
か
ら
３
月
15
日
ま
で

３
か
所
で
実
施
さ
れ
ま
す
。

◇
「
社
会
を
明
る
く
す
る

運
動
」
作
文
コ
ン
テ
ス
ト

で
、
飯
豊
中
３
年
の
安
部

七
海
さ
ん
が
県
の
上
位
３

点
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

●
教
育
総
務
課

◇
小
学
校
学
区
再
編
検
討

委
員
に
58
名
を
委
嘱
し
ま

す
。

●
町
民
総
合
セ
ン
タ
ー

◇「
あ
～
す
」の
空
調
設
備

改
修
に
つ
い
て
、
再
考
が

必
要
に
な
っ
た
ほ
か
、
吊

り
天
井
な
ど
大
規
模
改
修

と
な
る
の
で
、
来
年
度
以

降
に
実
施
し
ま
す
。

●
会
計
管
理
者

◇
11
月
28
日
、
指
定
金
融

機
関
等
の
監
査
を
行
っ
た

と
こ
ろ
、
基
金
残
高
、
通

帳
残
高
と
も
正
確
で
し
た
。

各

課

か

ら

の

報

告

質

問

と

答

弁

ようこそ〝いいで〟へ

表彰された安部さん



（7）議会だより　平成31年１月24日

●
農
林
振
興
課

◇
11
月
27
日
、
エ
ル
ベ
に

お
い
て
「
い
い
で
フ
ー
ド

フ
ェ
ス
タ
」
が
開
催
さ
れ
、

町
内
産
食
材
で
の
料
理
が

提
供
さ
れ
ま
し
た
。

◇
今
夏
の
高
温
・
渇
水
対

策
と
し
て
、
ポ
ン
プ
の
借

り
上
げ
及
び
購
入
支
援
、

油
脂
代
補
助
で
17
件
の
申

請
が
あ
り
ま
し
た
。

●
商
工
観
光
課

◇
地
域
連
携
Ｄ
Ｍ
Ｏ
事
業

の
推
進
母
体
は
「
一
般
社

団
法
人
や
ま
が
た
ア
ル
カ

デ
ィ
ア
観
光
局
」
の
名
称

で
、
２
月
設
立
予
定
で
す
。

◇
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
は
、

発
売
開
始
２
日
目
の
１
時

間
で
完
売
し
ま
し
た
。
冬

期
で
の
人
気
が
高
く
、
発

行
枚
数
の
増
加
が
要
望
さ

れ
て
い
ま
す
。

●
地
域
整
備
課

◇
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
事
業

は
、
47
件
の
申
請
で
、
執

行
率
が
97
％
と
な
っ
て
い

ま
す
。

●
健
康
福
祉
課

◇
筋
ト
レ
マ
シ
ン
を
18
台

更
新
導
入
し
ま
す
。
平
成

31
年
３
月
に
プ
レ
オ
ー
プ

ン
し
、
４
月
か
ら
の
本
格

的
始
動
と
な
り
ま
す
。

　

な
お
、
稼
働
日
は
、
１

日
増
え
、
週
６
日
と
な
り

ま
す
。

４月から２期工事
� ㈱デンソー山形

産業厚生常任委員会

菅
野
委
員　

赤
門
学
院
の

土
地
活
用
は
、
ど
の
程
度

の
規
模
に
な
る
の
か
。

古
川
産
業
活
性
化
担
当
課

長　

旧
Ｌ
Ｄ
Ｆ
跡
地
２
万

㎡
で
対
応
し
ま
す
。
新
聞

報
道
に
あ
っ
た
テ
ス
ト

コ
ー
ス
や
ミ
ニ
グ
ラ
ン
ド

整
備
は
、
学
院
側
の
構
想

で
す
。

　

町
と
し
て
は
、
開
学
と

い
う
ゴ
ー
ル
を
目
指
し
て

サ
ポ
ー
ト
し
て
い
き
ま
す
。

遠
藤
委
員　

デ
ン
ソ
ー
山

形
の
町
内
雇
用
率
は
。

　

ま
た
、
外
国
人
労
働
者

も
含
め
、
住
環
境
の
整
備

が
必
要
と
思
う
が
。

古
川
産
業
活
性
化
担
当
課

長　

目
標
の
31
％
に
届
か

ず
、
25
％
く
ら
い
に
な
り

ま
す
。

　

庁
舎
内
に
対
応
部
署
を

設
け
、
各
会
社
の
考
え
を

聞
き
、
移
住
の
た
め
の
対

策
を
取
っ
て
い
き
ま
す
。

井
上
委
員　

ア
ス
パ
ラ
ガ

ス
の
生
産
状
況
は
。

　

町
内
産
を
町
内
で
提
供

で
き
な
い
と
聞
く
が
。

山
口
農
業
振
興
室
長　

　

病
害
被
害
、
連
作
障
害

や
後
継
者
不
足
等
で
生
産

量
は
落
ち
て
い
ま
す
。

　

土
地
改
良
実
施
地
区
の

畑
地
化
に
は
、
ア
ス
パ
ラ

を
奨
励
し
ま
す
。

　

ま
た
、
町
内
産
が
買
え

る
よ
う
Ｊ
Ａ
に
働
き
か
け

ま
す
。

鈴
木
委
員　

小
白
川
の
米

坂
線
沿
線
に
、
危
険
度
の

高
い
と
思
わ
れ
る
町
道
が

あ
る
が
対
策
は
。

渡
部
地
域
整
備
課
長　

　

十
文
字
の
東
側
で
す
が
、

改
修
を
含
め
、
Ｊ
Ｒ
側
と

協
議
を
し
て
い
き
ま
す
。

質

問

と

答

弁

各

課

か

ら

の

報

告

デンソー山形　１期工事



平成31年１月24日　議会だより（8）

議長採決で否決
第
９
回
臨
時
会

　

９
月
26
日
第
９
回
臨
時

会
を
開
催
、
公
有
財
産
の

取
得
に
つ
い
て
の
１
件
を

審
議
し
、
可
否
同
数
と
な

り
、
議
長
採
決
に
よ
り
否

決
と
な
り
ま
し
た
。

◆
審
議
の
経
過

　
「
説
明
が
充
分
で
な
い
」

「
敷
地
内
の
工
場
を
解
体

し
て
更
地
で
買
収
す
る
べ

き
」
等
の
意
見
が
あ
り
、

採
決
の
結
果
４
対
４
の
同

数
と
な
り
、
地※

方
自
治
法

第
一
一
六
条
第
一
項
の
規

定
に
よ
る
議
長
採
決
の
結

果
、
否
決
と
な
り
ま
し
た
。

　
反
対
討
論

菅
野
富
士
雄

古
山　

繁
巳

長
沼　

桂
子

　
賛
成
討
論

髙
橋　

亨
一

遠
藤　
　

忠

　
議
案
反
対
者古

山　

繁
巳

長
沼　

桂
子

嶋
貫　

栄
助

菅
野
富
士
雄

　
議
案
賛
成
者髙

橋　

亨
一

遠
藤　
　

忠

井
上　
　

南

鈴
木　

敏
夫

※
地
方
自
治
法
第
一
一
六

条
第
一
項

　『
可
否
同
数
の
と
き
は
、

議
長
の
決
す
る
と
こ
ろ
に

よ
る
』
と
あ
り
、
現
状
を

維
持
す
る
立
場
と
な
り
ま

す
。第

10
回
臨
時
会

　

10
月
12
日
第
10
回
臨
時

会
を
開
催
、
第
９
回
と
同

議
案
が
提
出
さ
れ
ま
し
た

が
、
手
続
き
上
不
備
が
あ

り
、
町
側
が
取
り
下
げ
を

請
求
し
、
全
員
賛
成
で
取

り
下
げ
ま
し
た
。

第
11
回
臨
時
会

　

10
月
15
日
第
11
回
臨
時

会
を
開
催
、
前
回
取
り
下

げ
ら
れ
た
案
件
が
条
件
を

一
部
変
更
し
提
出
さ
れ
、

全
会
一
致
で
可
決
し
ま
し

た
。

○
公
有
財
産
の
取
得
に
つ

い
て

所
在
地　

添
川
行
人
沢

�

３
５
１
４
番
29

�

他
９
筆

面
積　

１
万
８
２
１
２
㎡

金
額　

�

５
億
７
４
８
０
万
円

所
有
者　

　

さ
い
た
ま
市
桜
区
田
島�

�

８

−

４

−

16

�

㈱
エ
コ
計
画　

他
３
名

第
12
回
臨
時
会

　

11
月
13
日
第
12
回
臨
時

会
を
開
催
、
損
害
賠
償
額

の
決
定
、
工
事
請
負
契
約

の
締
結
、
同
じ
く
一
部
変

更
及
び
専
決
処
分
２
件
を

審
議
し
、
い
ず
れ
も
全
会

一
致
で
可
決
・
承
認
し
ま

し
た
。

専
決
処
分
の
承
認

○
交
通
事
故
に
係
る
損
害

賠
償
額
の
決
定

　

中
地
区
で
発
生
し
た
火

災
現
場
で
、
消
防
署
タ
ン

ク
車
の
吸
管
破
損
事
故
で

の
賠
償
を
行
う
も
の
で
す
。

可

決

議

案

○
建
物
破
損
に
係
る
損
害

賠
償
額
の
決
定
に
つ
い
て

　

中
津
川
下
屋
地
地
内

○
29
年
度
繰
越
貸
工
場
敷

地
造
成
工
事
の
請
負
契
約

契
約
者　
　

樋
口
建
設
㈱

金
額　
　

７
６
６
８
万
円

工
期　
　

31
年
３
月
28
日

○
工
事
請
負
契
約
の
一
部

変
更
に
つ
い
て
（
平
成
29

年
度
繰
越　

社
会
資
本
整

備
総
合
交
付
金
事
業
町
道

上
原
遅
谷
線
法
面
工
事
）貸工場用地造成のため建物解体

臨 時 会



地域の課題を話し合う

（9）議会だより　平成31年１月24日

飯
豊
町
観
光
協
会
と
の
主
な
も
の

【
議
】　

イ
ン
バ
ウ
ン
ド

の
入
込
客
数
が
伸
び
て

い
る
が
、
町
内
業
者
の

潤
い
と
経
済
効
果
は
ど

う
か
。

【
団
】　

町
内
へ
の
波
及

を
考
え
「
食
べ
る
・
買

う
・
体
験
す
る
・
泊
る
」

の
営
業
を
行
っ
て
い
る
。

　

昨
年
か
ら
、
台
湾
旅

行
会
社
と
物
産
館
で
の

食
事
の
契
約
を
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
は
、
白
川
湖
で
の
カ
ヌ
ー
体
験
と
居
酒
屋

体
験
や
、
飯
豊
の
祭
り
見
学
な
ど
宿
泊
に
つ
な
が

る
営
業
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

【
議
】　

一
部
だ
け
で
な
く
町
全
体
を
潤
す
必
要
が

あ
る
。
ま
た
、
ス
ノ
ー
パ
ー
ク
の
客
を
ｘ
Ｅ
Ｖ
セ

ン
タ
ー
の
見
学
に
誘
導
し
て
は
。

【
団
】　

宿
泊
施
設
で
は
、
英
語
や
中
国
語
の
通
訳

が
で
き
な
く
、
サ
イ
ン
や
カ
ー
ド
決
済
の
対
応
が

で
き
ま
せ
ん
。
室
内
に
風
呂
が
な
い
な
ど
の
課
題

が
多
数
あ
り
、
早
急
な
対
策
が
必
要
で
す
。

　

補
助
制
度
等
を
創
設
し
て
い
た
だ
け
ま
せ
ん
か
。

【
議
】　

要
望
を
整
理
し
、
相
談
し
て
ほ
し
い
。

黒
沢
区
協
議
会
と
の
主
な
も
の

【
団
】　

強
風
時
に
空
き
家
か
ら
物
が
飛
ん
で
あ
ぶ

な
い
。
稲
作
作
業
時
の
事
故
に
つ
な
が
る
の
で
対

策
を
。

【
議
】　

持
ち
主
と
の
話
し
合
い
で
解
決
す
べ
き
で

は
。

【
団
】　

空
き
家
問
題
は
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
も
あ
り
、

全
体
で
話
し
合
う
の
は
ど
う
か
と
思
う
。

【
議
】　

個
々
の
問
題
で
も
あ
る
。

【
団
】　

街
灯
の
増
設
を
。

【
議
】　

２
年
間
で
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
を
進
め
て
い
る
。

　

今
年
で
完
了
す
る
見
込
み
で
、
通
学
路
を
優
先

に
行
っ
て
い
る
。

【
団
】　

小
学
校
合
併
後
の
校
舎
利
用
は
。

【
議
】　

合
併
は
今
後
の
こ
と
で
あ
り
、
校
舎
の
利

活
用
は
検
討

し
て
い
な
い
。

【
議
】：
議
会

【
団
】：
団
体

を
表
し
ま
す
。

　地域の団体やグループと、課題を話し合う場をもうけ、今年も意見交換会を開催しま
した。
　３団体から申し込みがあり、課題を中心に話し合いを行い、質問・要望等をいただき
ました。各団体から出された意見・要望等は、政策提言に活かし町づくりに結びつけます。

意 見 交 換 会

開 催 日 団 体 課 題 参加者数
９月21日㈮午後７時 眺山環境保全協議会 議会だより171号に掲載済
10月17日㈬午後２時 飯 豊 町 観 光 協 会 インバウンド受入事業 ６名
11月20日㈫午後７時 黒 沢 区 協 議 会 空き家対策 14名



　

１
月
11
日
恒
例
の
議
会

自
主
研
修
会
を「
あ
～
す
」

に
お
い
て
開
催
し
ま
し
た
。

　

講
師
は
、
山
形
新
聞
置

賜
総
支
社
長　

松
本
昭
弘

氏
で
「
山
形
新
聞
の
実
際

と
報
道
の
在
り
方
」
と
題

し
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

本
町
世
帯
の
約
60
％
が

購
読
し
て
い
る
「
山
形
新

聞
」、
興
味
を
持
っ
て
拝

聴
し
ま
し
た
。

　

分
か
り
や
す
い
報
道
の

仕
方
、
言
葉
の
使
い
方
等
、

議
会
報
を
発
行
す
る
時
の

心
構
え
等
に
大
変
参
考
に

な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
何
気
な
く
生
活

し
て
い
る
本
町
が
、
記
者

の
目
を
通
す
と
別
な
飯
豊

町
に
写
り
、
聞
く
側
と
し

て
も
新
鮮
で
し
た
。

　

置
賜
３
市
５
町
の
中
で

は
、
一
番
人
口
が
少
な
く
、

自
主
財
源
に
乏
し
い
本
町

は
、
や
や
も
す
る
と
暗
い

イ
メ
ー
ジ
が
あ
り
、
住
ん

で
い
る
私
達
も
消
極
的
に

な
り
が
ち
で
す
が
、
お
話

の
中
で
飯
豊
町
の
良
さ
、

他
市
町
に
負
け
な
い

と
こ
ろ
が
た
く
さ
ん

あ
り
ま
し
た
。

　

今
ま
で
の
ま
ち
づ

く
り
が
間
違
っ
て
い

な
か
っ
た
こ
と
に
自

信
を
持
っ
て
、
今
後

も
町
民
、
行
政
と
議

会
が
一
体
と
な
っ
て

頑
張
っ
て
い
く
と
決

意
し
ま
し
た
。

飯豊町を再認識
　

50
年
以
上
続
い
て
い

る
川
西
町
議
会
議
員
と

の
交
流
会
が
、
10
月
24

日
川
西
町
「
ま
ど
か
」

に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

川
西
町
生
涯
学
習
課

鈴
木
明
里
さ
ん
か
ら

「
ア
ル
カ
デ
ィ
ア
の
英

語
学
者　

髙
梨
健
吉
」

に
つ
い
て
、
講
義
を
受

け
ま
し
た
。

　

髙
梨
氏
は
、
長
年
に

わ
た
り
英
学
史
や
英
語

教
育
史
を
研
究
、
中
で

も
イ
ザ
ベ
ラ
・
バ
ー
ド

の
旅
行
記
を
初
め
て
日

本
語
訳
し
た
方
と
の
こ

と
で
し
た
。

　

東
洋
の
ア
ル
カ
デ
ィ

ア
置
賜
盆
地
と
し
て
、

本
町
も
紹
介
さ
れ
て
お

り
、
近
親
感
を
持
っ
て

拝
聴
し
ま
し
た
。

　

11
月
６
日
白
鷹
町
に
お

い
て
、
１
市
３
町
議
会
議

員
全
員
に
よ
る
研
修
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

山
形
県
西
置
賜
地
域
振

興
局
長
の
椎
名
憲
次
氏
よ

り
「
長
井
・
西
置
賜
地
区

の
地
域
振
興
に
つ
い
て
」

と
題
し
、
お
話
を
聞
き
ま

し
た
。

　

人
口
は
年
々
減
少
し
、

特
に
就
業
者
人
口
の
減
少

が
著
し
く
、
将
来
働
き
手

不
足
が
生
じ
て
く
る
。
そ

の
対
応
を
ど
う
す
る
か
が

今
後
の
課
題
で
あ
る
と
感

じ
ま
し
た
。

　

外
国
人
の
観
光
客
数
は

増
加
傾
向
に
あ
る
が
、
国

内
の
旅
行
者
が
減
っ
て
お

り
、
今
後
誘
客
に
力
を
入

れ
る
べ
き
と
の
こ
と
で
し

た
。

　

地
域
の
現
状
を
知
り
、

そ
の
対
応
を
考
え
さ
せ
ら

れ
た
研
修
で
し
た
。

議
会
自
主
研
修
会

�

記
者
の
目
で
見
た
飯
豊
町

川
西
・
飯
豊
両
町
議
会
議
員
交
流
会

�

東
洋
の
ア
ル
カ
デ
ィ
ア
置
賜
盆
地

西
置
賜
地
区
市
町
議
会
連
絡
協
議
会

�

長
井
・
西
置
賜
の
現
状
と
課
題

各 種 研 修 会
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後
藤
惠
一
郎

　

謹
ん
で
新
年
の
ご
挨
拶

を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

町
民
の
皆
様
に
は
、
希

望
に
満
ち
た
輝
か
し
い
新

春
を
お
迎
え
の
こ
と
と
心

か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま

す
。

　

人
口
減
少
時
代
に
お
い

て
地
方
再
生
が
求
め
ら
れ

る
今
日
、
町
民
皆
様
の
負

託
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
議

員
の
英
知
を
結
集
し
、
町

政
発
展
の
た
め
、
精
力
的

に
活
動
し
て
ま
い
り
ま
す

の
で
、
変
わ
ら
ぬ
ご
支
援

と
ご
協
力
を
心
か
ら
お
願

い
申
し
上
げ
、
年
頭
の
ご

挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

菅
野
富
士
雄

　

平
成
最
後
の
年
を
迎
え

ま
し
た
。
選
挙
の
年
。

　

統
一
地
方
選
挙
に
始
ま

り
、
町
議
選
も
行
わ
れ
ま

す
。

　

今
期
の
目
標
が
ク
リ
ア

で
き
た
の
か
検
証
し
、
前

進
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

み
な
さ
ん
と
共
に
、
歩

め
ま
す
よ
う
に
。

嶋
貫
　
栄
助

　

本
町
を
よ
く
し
た
い
と

い
う
思
い
か
ら
、
み
な
さ

ん
の
御
支
援
を
い
た
だ
き
、

議
会
議
員
と
し
て
５
期
目

後
半
を
む
か
え
ま
し
た
。

　

住
み
よ
い
町
づ
く
り
を

考
え
つ
つ
、
意
見
・
要
望

等
に
耳
を
か
た
む
け
、
提

言
し
実
行
で
き
る
よ
う
に

努
力
し
て
い
き
ま
す
。

長
沼
　
桂
子

　

町
民
の
皆
様
の
今
と
将

来
を
考
え
、
議
員
活
動
に

邁
進
し
て
18
年
強
。

　

様
々
な
出
来
事
に
遭
遇

し
、
全
議
員
で
知
恵
を
絞

り
、
話
し
合
っ
て
結
論
を

出
し
て
き
ま
し
た
。

　

任
期
満
了
ま
で
、
今
ま

で
同
様
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。鈴

木
　
敏
夫

　

子
ど
も
た
ち
の
笑
顔
を

見
る
と
、
守
ら
ね
ば
と
思

い
、
地
域
の
声
に
耳
を
傾

け
る
と
、
力
に
な
り
た
い
、

踏
ん
張
ら
ね
ば
と
思
う
。

そ
の
た
め
に
日
々
身
体
を

鍛
え
、
頭
を
働
か
せ
る
毎

日
で
す
。
希
望
し
、
努
力

し
、
感
謝
し
て
生
き
る
。

　

今
年
も
亥
い
年
に
な
り

ま
す
よ
う
に
。

井
上
　
　
南

　

明
け
ま
し
て
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

平
成
最
後
の
正
月
、
そ

し
て
新
し
い
元
号
の
年
、

町
民
一
人
一
人
の
安
全
安

心
を
第
一
に
考
え
、
健
康

に
気
を
つ
け
、
頑
張
っ
て

ま
い
り
ま
す
。

　

今
後
共
よ
ろ
し
く
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

遠
藤
　
　
忠

　

新
年
明
け
ま
し
て
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

本
年
は
亥
年
で
改
元
の

年
で
も
あ
り
ま
す
。

　

飯
豊
の
新
し
い
産
業
づ

く
り
、
デ
ン
ソ
ー
山
形
の

工
場
増
設
、
東
山
工
業
団

地
で
の
貸
工
場
の
建
設
、

眺
山
バ
イ
オ
ガ
ス
発
電
等
、

町
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

古
山
　
繁
巳

　

議
会
議
員
に
な
っ
て
４

年
目
に
な
り
、
先
輩
議
員

の
方
々
の
指
導
の
も
と
、

こ
こ
ま
で
こ
れ
ま
し
た
が
、

議
員
活
動
の
む
ず
か
し
さ

等
、
身
に
染
み
て
感
じ
て

き
ま
し
た
。

　

今
年
は
猪
の
年
で
あ
り
、

一
心
不
乱
で
町
民
の
方
々

の
た
め
に
頑
張
り
ま
す
。

髙
橋
　
亨
一

　

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

す
が
す
が
し
い
新
年
を

お
迎
え
の
こ
と
と
お
喜
び

申
し
上
げ
ま
す
。

　

新
年
に
当
り
今
年
の
抱

負
は
、
常
に
住
民
の
目
線

で
、
町
民
の
く
ら
し
を
第

一
に
考
え
行
動
を
し
て
い

き
ま
す
。

新年のあいさつ
２０１９年
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発
行
責
任
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議

長　

後
藤
惠
一
郎

　

委
員
長　

井
上
　
　
南

　

副
委
員
長　

髙
橋
　
亨
一

　

委

員　

長
沼
　
桂
子�

�

菅
野
富
士
雄

�

古
山
　
繁
巳

�

遠
藤
　
　
忠
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172号

　

12
月
27
日
臨
時
会
を

開
催
し
、
条
例
の
一
部

改
正
及
び
一
般
会
計
補

正
予
算
を
審
議
し
、
い

ず
れ
も
原
案
の
と
お
り

可
決
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
お
い
た
ま
荘

の
民
営
化
は
31
年
度
に

公
募
開
始
の
予
定
で
す
。

　

10
月
31
日
定
例
会
が

開
催
さ
れ
、
29
年
度
決

算
、
30
年
度
補
正
予
算
、

条
例
の
一
部
改
正
に
つ

い
て
審
議
し
、
い
ず
れ

も
原
案
の
と
お
り
認
定
、

可
決
し
ま
し
た
。

　

29
年
度
は
医
業
収
益

１
２
８
億
９
７
９
２
万

円
、
医
業
費
用
１
４
８

億
３
８
８
８
万
円
、
27

億
９
２
１
万
円
の
医
業

外
収
益
な
ど
が
あ
り
、

単
年
度
純
利
益
を
確
保

し
ま
し
た
。

　

置
賜
総
合
病
院
と
サ

テ
ラ
イ
ト
施
設
を
合
わ

せ
た
利
用
者
数
は
延
べ

51
万
３
０
８
４
人
、
入

院
患
者
数
は
17
万
９
０

９
５
人
、
外
来
患
者
数

は
33
万
３
９
８
９
人
で

し
た
。

　

11
月
27
日
定
例
会
を

開
催
し
、
報
告
・
専
決

処
分
４
件
を
承
認
し
、

29
年
度
各
会
計
決
算
を

認
定
。
30
年
度
各
会
計

補
正
予
算
、「
湯
る
っ

と
」
の
指
定
管
理
者
指

定
の
４
議
案
を
原
案
の

と
お
り
可

決
し
ま
し

た
。

　

一
般
会

計
補
正
予

算
の
内
容

は
、
し
尿

処
理
施
設

整
備
調
査

費
４
０
８

万
円
減
額
、

総
額
を
30

億
７
２
７

２
万
円
と
し
ま
し
た
。

　

消
防
特
別
会
計
は
、

通
信
指
令
シ
ス
テ
ム
修

繕
料
８
４
９
万
円
を
追

加
し
、
総
額
を
22
億
８

４
８
８
万
円
と
し
ま
し

た
。

民営化されるおいたま荘

おいたま荘民営化へ
一部事務組合議会

発
行
責
任
者　
　

　

議

長　

後
藤
惠
一
郎

　

委
員
長　

井
上
　
　
南

　

副
委
員
長　

髙
橋
　
亨
一

　

委

員　

長
沼
　
桂
子�

�

菅
野
富
士
雄

�

古
山
　
繁
巳

�

遠
藤
　
　
忠

　

新
年
明
け
ま
し
て
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

今
年
は
熱
帯
太
平
洋
で

見
ら
れ
る
気
候
変
動
現
象

で
数
年
に
一
度
、
春
か
ら

冬
に
か
け
て
エ
ル
ニ
ー

ニ
ョ
現
象
が
発
生
し
て
お

り
、
暖
冬
で
雪
が
少
な
い

予
報
で
す
。

　

新
し
い
年
号
が
、
４
月

１
日
に
公
表
さ
れ
る
予
定

で
、
ど
の
様
な
年
号
に
な

る
の
か
楽
し
み
で
す
。

　

町
民
の
声
を
大
切
に
、

よ
り
よ
い
町
づ
く
り
を
議

員
一
同
努
力
し
て
ま
い
り

ま
す
。�

（
遠
藤�

記
）

編
集
後
記

西
置
賜
行
政
組
合

置
賜
広
域
病
院
企
業
団

置
賜
広
域
行
政
事
務
組
合


